
経

済

ｗ
学

’
、
一
、
一
　
、
一
）
＼
／

会

己

ま
貢

土

　
学
会
の
発
展
の
足
ど
り
は
、
ま
す
ま
す
順
準
を
加
え
発
足
以
来
三
年

を
迎
え
た
。
機
関
誌
も
内
実
と
も
に
そ
の
体
裁
を
整
え
る
に
い
た
つ
た
。

研
究
的
成
果
が
熟
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
捗
で
世
に
間
わ
れ
る
こ
と
は
、

わ
れ
わ
れ
学
問
の
道
に
歩
む
も
の
に
と
つ
て
は
何
も
の
に
も
か
え
が
た

い
喜
び
で
あ
る
。

　
す
で
に
学
生
会
員
を
主
体
と
す
る
『
立
命
館
経
済
学
　
学
生
論
集
』

も
ひ
ろ
く
学
生
講
君
に
し
た
し
ま
れ
、
執
筆
者
は
勿
論
の
こ
と
、
一
般

掌
生
に
研
究
努
力
を
換
起
さ
せ
て
い
る
。
ま
こ
と
に
学
会
の
将
来
に
と

つ
て
同
慶
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
現
状
に
ふ
さ
わ
し
く

第
二
回
春
期
総
会
が
六
月
二
十
五
目
大
学
院
大
講
堂
で
催
さ
れ
た
。
熱

心
な
学
生
会
員
わ
よ
ぴ
一
般
会
員
に
よ
る
終
始
な
じ
や
か
な
集
会
の
も

と
に
会
長
の
挨
拶
、
経
過
報
告
、
学
生
委
員
の
選
串
を
行
い
、
総
会
行

事
と
し
て
左
記
す
る
よ
う
な
学
術
講
演
、
映
画
鑑
賞
が
も
た
れ
た
。

　
会
員
一
同
と
と
も
に
、
わ
れ
わ
れ
は
学
会
の
将
来
の
発
展
の
た
め
に

よ
り
一
属
の
努
力
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
．
四
二
（
三
七
〇
）

立
命
館
大
学
経
済
学
会
総
会
（
第
二
回
）

第
一
部
一
、
講
演
会

　
証
券
市
場
政
策
に
お
け
る
逆
行
傾
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
命
館
大
学
講
師

　
賓
本
主
義
経
済
の
将
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
大
学
教
授

第
二
部

　
一
、
映
薗
会

　
　
「
煙
突
の
み
え
る
場
所
」

住
ノ
江
佐
一
郎

岸
本

誠
二

経
商
研
究
会
例
会
報

第
三
十
九
回
（
五
月
十
一
目
）

　
階
級
的
認
識
の
限
界

第
四
十
回
（
六
月
八
目
）

　
税
務
監
査
の
目
標
に
つ
い
て

第
四
十
一
回
（
六
月
二
十
二
目
）

　
近
世
在
郷
商
人
の
農
地
経
営

阿高足

部尾立

矢忠政

二男男

ド員

社
会

見
学

第
十
三
回

舘
十
四
回

（
四
月
二
十
三
目
）

（
六
月
二
十
二
目
）

同
際
見
本
市
見
学
（
大
阪
）

関
西
廉
恥
・
刀
尼
崎
第
二
発
嗣
恥
所
〔
（
尼
崎
）

古
河
電
工
大
阪
仲
銅
所


